
24 - 18
19 - 15
20 - 8

Ｃ 34 - 15
Ｍ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 1 9 2 0
2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0
3 * 1 3 3 5 0 0 1 0 2 2 3 6 1 1
7 0 1 1 1 3 0 0 1 1 0 1 1 4 0 0
14 * 4 12 0 0 0 0 4 0 1 1 1 0 1 0
16 0 0 0 3 3 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
17 0 0 0 3 5 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
21 * 0 0 9 15 1 2 0 9 6 15 3 0 0 2
22 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0
30 * 3 8 8 15 1 1 2 3 7 10 1 3 2 0
37 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
38 * 0 1 4 7 2 2 0 3 11 14 1 0 2 2
51 0 0 0 0 0 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0
55 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0
70 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4 0 0 0 1

0 0 0 0 0
9 25 32 58 6 7 13 18 34 52 13 25 9 6

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 1 2 5 3 3 2 1 1 2 1 0 0 0
3 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 3 1 0 0
15 0 1 1 1 5 0 0 1 1 1 2 1 0 0 1
41 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
45 * 0 5 2 3 1 2 3 4 0 4 1 1 1 0
70 * 0 4 0 3 0 0 1 0 0 0 3 0 1 0
75 * 1 4 5 8 1 2 3 2 4 6 1 1 1 2
76 * 0 0 10 25 0 0 1 2 2 4 1 0 1 0
88 * 0 0 1 5 1 1 2 1 9 10 2 7 3 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
2 17 22 57 6 8 13 11 17 28 13 10 7 3
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伊東 瞬 14 31
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金 ミンジェ 5

0
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- -

大町 佑介 20 34
花田 英次 3 35

13

伊藤 貴信 7 19
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小川 亮平 0

小澤 郁弥 0
中村 謙太 5
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永井 翔大 2 11
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大阪産業大学
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200
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田中 亮 0
6

須田 大介 2 3

川口 廉人 12 26
川尻 政宏

5

大庭 岳輝 26 28

真鍋 良太 6 10
会田 太朗 19 32

2
リンダーライアン 雅輝 10 31
大西 浩平 2 2

6 5

髙田 颯斗 9 24

塩見 謙 0

常清 哲也 0 2

辻 陸矢 5 11

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

永尾 友弥 0 13
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記録

１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2017.10.15
京都産業大学開始時間 16:40

会　　場 天理大学

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

京都産業大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点13 勝ち点5試合ＮＯ 170

97 56

敗チーム

大阪産業大学

男子

戦評
1巡目では接戦の末勝利した首位京都産業大学とあと一歩のところで及ばず悔しい思いをした大阪産業大学の一
戦。激しいディフェンスからリズムを作り終始流れを渡さなかった京産大、大産大も#76大町のシュートなどで喰らいつ
いていくが、インサイド、アウトサイド共に圧倒的な強さを見せた京産大が今回の対戦を圧勝した。
【第1ピリオド】
京産大は#30大庭、#3髙田のアウトサイドが決まり順調な滑り出しになる。対する大産大も速い展開の中で#75伊東の
レイアップや#88花田のバスケットカウントなどが決まりしっかりとついていく。しかし、第1ピリオドだけ4本もの3Pシュー
トを決めた京産大が24-18と一歩リードして第1ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
大産大はディフェンスをゾーンに変えるが、京産大は慌てずハーフコートオフェンスを組み立て少しずつ点差を広げ
ていく。中盤、互いの激しいディフェンスで点が入らない時間帯があったが、終盤になるにつれ再び点の取り合いが
始まり一歩も退かない展開になる。大産大は#76大町が起点となり、14点のあった点差を43-33の10点差に縮め、前
半を折り返す。
【第3ピリオド】
序盤から京産大のペースが続く。足を使い得意の速いオフェンスを展開すると#21会田のインサイドや#30大庭のアウ
トサイドで中外バランスよく得点していく。点差が開き始めたところで大産大はたまらずタイムアウトを要求。タイムアウ
ト後大産大は#75伊東のシュートが決まるが、京産大の足を止める事は難しく#38リンダーのリバウンドシュートや#3髙
田のレイアップでさらに点差を広げられてしまい、63-41で第3ピリオドを終了。
【第4ピリオド】
京産大は攻撃の手を緩めない。#14川口の3Pシュートが当たり始め、#38リンダーは速攻でレイアップを決め、こぼれ
球を#21会田、#38リンダーが抑える。これでさらに勢いに乗った京産大。大産大も奮闘するも最終的には97-56と京
産大が第4ピリオドだけで34得点をあげ圧勝した。

主審

関西学生バスケットボール連盟

山口・松田(近畿大)戦評堂國　和昭 副審 上西　星太


